
 「新型コロナウイルス感染の後遺症に対する  

相談窓口と外来予約」について 

 

鳥取県立厚生病院では、新型コロナ感染、治療の様々な症状に悩む方の診察、ならびに保健所、地域

医療機関からの紹介に対応する相談窓口と予約について、当院の地域連携センターが対応します。 

昨今、新型コロナウイルス感染症に感染し回復した後も、疲労感、倦怠感、呼吸困難感、咳、味覚・

嗅覚障害といった症状が長引く方が多く存在することが明らかになってきました。これらの方に当院で

は、相談窓口として、地域連携センターが対応し、担当医へ相談して診療科の予約を取ります。 

 

【相談体制】地域連携センター 電話：0858-22-8181 FAX：0858-22-8210 

電話による相談：平日8時30分から17時 「地域連携センター」が担当します。 

診察について ：ご希望の場合は事前予約が可能です。まずは上記に電話でご相談ください。 

 

【受診について】 

受診の際には、下記のことをお知らせください。 

・発症日、解除日 

・発熱、風邪症状 

 

【医療機関の方へ】 

「新型コロナウイルス感染症後遺症」の紹介の際は、地域連携センターへご連絡ください。 

地域連携センター 電話：0858-22-8181 FAX：0858-22-8210 

 

【後遺症の相談・医療体制整備】 

（県提供資料より） 

 

＜後遺症に関する相談対応・医療体制＞

受診相談 必要時、受診調整

紹介受診 紹介受診

【問い合わせ先】

　　県立中央病院：総合内科（電話：0857-26-2271）

　　県立厚生病院：地域連携センター（電話：0858-22-8181）

　　鳥取大学医学部付属病院：新型コロナウイルス感染症後遺症外来（電話：0859-38-6692）

　　　注）紹介状がない場合、特別の料金（選定療養費）7,700円が必要になります。
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新型コロナから回復後も、疲労感、倦怠感、思考力低下、味覚・嗅覚障害などの症状が続く患者が一定数存在

保健所での相談対応に加え、かかりつけ医、入院医療機関、専門医療機関の連携による医療体制を構築
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